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−巻頭⾔− 

獣医学には，動物，人，および環境の健康維持と生態系の保全という，重要な使命がある。言

い換えると，獣医学は，「人と動物の健康および環境の健全性は一つのもの」として考える「One 
Health」の理念の下，持続可能かつ健全な生活環境・生態系を次世代に引き継ぐための重要な役割

を担っている。このような社会的使命に対して，人材育成と研究成果を持って応えられる組織の

構築を念頭に，北海道大学大学院獣医学研究科は，平成 29 年 4 月に，教員組織としての獣医学研

究院，大学院教育組織としての学院に改組した。 
大学院では，感染症という得意分野を発展させ，「大学院獣医学院」と「大学院国際感染症学

院」の２つの学院を開設し，令和 3 年 3 月に第１期生を輩出するに至った。学部教育では，令和

元年 12 月に，帯広畜産大学と実施する共同獣医学課程が，欧州獣医学教育機関協会の完全認証を

取得した。この認証は，「我々が実施する獣医学教育が欧米水準の国際通用性を有する」と認め

られたことを意味する。 
我々は，我が国および世界の獣医学教育・研究をリードする組織として，教育研究成果の社会

還元を意識して，日々の活動に励んでいる。より一層，社会の期待と要請に応えるため，活動を

絶えず振り返り，長所を伸ばし，短所を改善・克服する質保証の取り組みは重要である。そこで、

組織改変から新大学院の第 1 期生を輩出するまでの期間である，第 3 期中期目標期間中の平成 29
年度から令和 2 年度までの 4 年間の活動の自己点検を行い，その結果をもとに，当該分野の高い

専門性と学識を有する 4 名の外部評価委員に，この期間中の我々の活動を評価頂いた。 
外部評価委員会から頂いた指摘は，我々が今一度，これまでの活動を振り返り，第 4 期中期目

標期間において更なる飛躍を遂げるための道標となるものであり，真摯に受け止め今後に活かし

ていく所存である。 
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I. 外部評価委員会による総括（評価の全体像） 

 
髙井 伸⼆（外部評価委員会委員⻑） 

 
北海道⼤学⼤学院獣医学研究院等外部評価実施要項に基づき，獣医学研究院⻑に委

嘱された4名の委員が構成する外部評価委員会が，北海道⼤学⼤学院獣医学研究院・
獣医学部，北海道⼤学⼤学院獣医学院・国際感染症学院（以下「獣医学研究院等」と
略す）が取り纏めた，平成29年度〜令和2年度の4年間の活動の⾃⼰点検・評価報告書
の書類審査，ならびにオンラインによる訪問調査による質疑応答により，(1)組織・運
営，(2)教育，(3)研究，(4)社会貢献・産学連携，(5)国際交流，および(6)施設・設備
の6項⽬について，外部評価を実施した。 

第３期中期⽬標期間中に，獣医学研究院等は，旧獣医学研究科を，⼤学院獣医学研
究院（教員組織），獣医学院及び国際感染症学院（⼤学院教育組織），および獣医学部
に区分する，学院・研究院への組織改⾰を⾏った。⼤学院教育では，博⼠課程教育リ
ーディングプログラムおよび卓越⼤学院プログラムなどの⼤学院教育改⾰の⼤型外
部資⾦を獲得し，獣医学院および国際感染症学院のみならず，北海道⼤学の⼤学院教
育改⾰に資する取り組みを先導してきた。学部教育では，帯広畜産⼤学と実施する共
同獣医学課程が，欧⽶⽔準の国際通⽤性を有する獣医学教育を実施する組織となるよ
う，国⽴⼤学改⾰強化推進補助事業および機能強化促進経費などの⽀援を受けつつ，
獣医学教育の改善に取り組み，2019 年 12 ⽉に欧州獣医学教育機関協会の完全認証を
取得した。 

計画的・戦略的に組織運営，教育研究，ならびに国際交流を展開しており，組織的
な⼤学院⽣・学部学⽣の海外派遣・受⼊の推進，複数の地球規模課題対応国際科学技
術協⼒プログラム，あるいは JICA 技術協⼒プロジェクトを推進して，これらを効果
的に教育研究活動に取り込み，世界展開⼒強化事業の推進，あるいは優秀な留学⽣の
獲得に繋げるなど，様々な活動が相互に有機的に連携して，教育研究活動にポジティ
ブに作⽤している。OIE のリファレンスラボラトリーの国際社会への貢献，動物⽤抗
体医薬の開発を⽬指す産業創出分野の活動も傑出している。戦略的に施設・設備を強
化している点は優れた組織運営の⼀例であり，中でも附属動物病院の診療機能の強化
による増収を活⽤した教育診療機能のさらなる改善という好循環，および，動物施設
の機能強化による教育研究への貢献は，他⼤学の⼿本となる取り組みである。 

優れた活動は適切に評価する⼀⽅で，ダイバーシティーの推進，研究成果の質的向
上，⼤型研究費の申請と獲得，組織的な卒後教育，⼤学院の定員充⾜率と内部進学者
数の増加，スキルスラボの活⽤促進，将来構想（マスタープラン）の検討など，今後
の課題についても指摘させて頂いた。本外部評価が，我が国の獣医学教育・研究機関
をリードする代表的な組織の⼀つとして，獣医学研究院等がさらに発展するための⼀
助となれば幸いである。  
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II. 外部評価概要 

 
II-1) 外部評価の目的 
 

北海道⼤学⼤学院獣医学研究院等外部評価実施要項に基づき，北海道⼤学⼤学院獣
医学研究院・獣医学部，北海道⼤学⼤学院獣医学院・国際感染症学院が実施する⾃⼰
点検・評価をもとに，教育研究活動等の状況について，学外有識者の評価を受け，問
題点の指摘と提⾔を得て，組織の運営，教育・研究の改善および質的向上を図る。 
 
 
II-2) 外部評価の対象及び実施方法 
 

今回実施する外部評価は，平成 29 年度〜令和 2 年度の教育研究活動および管理運

営に関する状況を対象とする。 
評価項目は，「北海道大学大学院獣医学研究院等外部評価実施要項」に従い，（１）

組織・運営，（２）教育，（３）研究，（４）社会貢献・産学連携，（５）国際交流，お

よび（６）施設・設備，の 6 項目とする。 
外部評価委員は，自己点検・評価報告書の「書面調査」，北海道⼤学⼤学院獣医学

研究院等関係者との面談・質疑応答等による「訪問調査」（今回はオンラインで実施）

をもとに評価を行い，その結果を「外部評価報告書」として取りまとめ，研究院長・

学院長に報告するものとする。 
なお，全体評価は，以下の評価区分により行うこととする。 

 

S 期待される水準を大きく上回る 
A 期待される水準を上回る 
B 期待される水準にある 
C 期待される水準を下回る 
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II-3) 外部評価委員名簿 
 
   

委員長 髙井 伸二 
北里大学名誉教授 
NPO 法人獣医系大学間獣医学教育支援機構・理事長 

委員 山﨑 真大 
岩手大学農学部・教授 
附属動物病院長 

委員 芳賀 猛 東京大学大学院 農学生命科学研究科・教授 

委員 佐藤 晃一 
山口大学大学院共同獣医学究科・共同獣医学部・教授 
研究科長・学部長 

 
 
II-4) 評価活動の経過 
 
外部評価用資料発送（令和 4 年 1 月 27 日） 

・外部評価各委員による書面審査期間（令和 4 年 1 月 31 日～２月 27 日） 
 
訪問調査（令和 4 年 2 月 28 日） 

・オンライン調査として実施 
・研究院・学院・学部関係者から活動状況報告 
・質疑応答 

 
委員評価票の取り纏め（令和 4 年 3 月 1 日〜10 日） 
 
外部評価委員会（書面会議）（令和 4 年 3 月 11 日〜18 日） 

・外部評価結果報告書（案）について審議・承認 
 

外部評価結果報告書提出（令和 4 年 3 月 25 日） 
・外部評価委員長から，獣医学研究院長・学部長，獣医学院長，および国際感染

学院長に，評価書を提出 
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II-5) 北海道大学大学院獣医学研究院等外部評価実施要項 
 

北海道大学大学院獣医学研究院等外部評価実施要項 
 
（趣旨） 

第１条 この要項は，北海道大学大学院獣医学研究院・大学院獣医学院・大学院国際感染症学院・

獣医学部点検評価内規第 11 条の規定に基づき，北海道大学大学院獣医学研究院，大学院獣医学

院，大学院国際感染症学院及び北海道大学獣医学部（以下「本研究院等」という。）が行う外部

評価の実施に関し必要な事項を定めるも のとする。 

（委員会） 

第２条 本研究院等に，教育研究活動等の状況について，学外有識者の評価を受け，問題点の指摘

と提言を得て必要な改善を図るため，本研究院等の長のもとに北海道大学大学院獣医学研究院

等外部評価委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

（組織） 

第３条 委員会の委員は，人格識見が高く，かつ，本研究院等の振興発展に関心と理解のある学外

者のうちから，研究院長が委嘱した委員若干名をもって組織する。 

2 委員の任期は，委嘱した年度の末日までとする。 

（委員長） 

第４条 委員会に委員長を置き，委員のうちから研究院長が指名した委員をもって充てる。 

2 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 

（委員会の開催） 

第５条 委員会は，委員の委嘱期間中原則として１回開催する。 

2 委員会の運営は，研究院長があたる。 

（評価項目） 

第６条 委員会の評価項目は，本研究院等の教育研究活動等の改善に資する事項で，次の事項を含

むものとする。 

(1) 教育研究組織に関すること。 

(2) 教育活動に関すること。 

(3) 研究活動に関すること。 

(4) 社会との連携に関すること。 

(5) 国際交流に関すること。 

（その他） 

第７条 この要項に定めるもののほか，外部評価の実施及び委員会の運営に関し必要な事項は研

究院長が定める。 

 
附 則 

この要項は，平成9年9月9日から実施する。 

附 則 

この要項は，平成12年9月29日から実施する。 

附 則 

この要項は，平成29年4月1日から実施する。 

附 則 

この要項は，令和2年10月1日から実施する。 
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II-6) 評価項目および評価に関する基本的な観点・評価ポイント 
 

評価項目 基本的な観点・評価ポイント 

（１） 
組織・運営 

中期計画を掲げ，その達成に向けて努力しているか。 
組織の活性化・発展に向けて計画的かつ戦略的に取り組んでいるか。 
学術領域をリードする先駆的な取り組みに挑戦しているか。 
部局のみならず，大学全体への波及効果を意識して活動しているか。 

（２） 
教育 

規定，各種ポリシー等が適切に定められているか。 
優秀な学生を確保する工夫をしているか，学生定員を確保できているか，卒業・

修了および就職状況は良好か。 
学生の修学支援に配慮したプログラム等が提供されているか。 
組織的に教育改善に取り組んでいるか。 
部局のみならず，大学全体への波及効果を意識して活動しているか。 
学術領域をリードする先駆的な取り組みに挑戦しているか。 

（３） 
研究 

外部資金の獲得状況は良好か。 
研究成果の公表は適当か，評価が高い研究成果が出ているか。 
発展が期待される研究成果が上がっているか。 
さらなる研究の活性化のための工夫・努力をしているか。 
部局のみならず，大学全体への波及効果を意識して活動しているか。 

（４） 
社会貢献・産

学連携 

一般向けの啓発活動，卒後教育等に取り組んでいるか。 
専門分野の知識・技術を社会に還元できているか。 
企業等との産学連携は進んでいるか。 
学外機関との教育連携が構築できているか。 

（５） 
国際交流 

留学生の受け入れ，日本人学生の派遣を組織的に実施しているか。 
異文化理解を醸成する活動に取り組んでいるか。 
学生の国際性の涵養に取り組んでいるか。 
国際的な教育研究活動の維持・発展のために継続的かつ戦略的に取り組んでい

るか。 
学術領域をリードする先駆的な取り組みに挑戦しているか。 

（６） 
施設・設備 

教育研究の推進に貢献する施設・設備となっているか。 
組織的に施設・設備の維持・更新に取り組んでいるか。 
教育研究への利用促進の工夫をしているか。 
学術領域をリードする先駆的な取り組みに挑戦しているか。 
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II-7) 訪問調査 
 
⽇時：令和 4 年 2 ⽉ 28 ⽇（⽉）9:30〜12:00 
場所：Webex Meeting 
https://hokudai.webex.com/hokudai/j.php?MTID=m4a07269d414f03d3ead2996e76154da0 
ミーティング番号 (アクセスコード): 2512 755 3311 
ミーティングパスワード: 397QpcvnwSm 
 
出席予定者 

外部評価委員 4 名 
研究院⻑： 滝⼝ 満喜（不可避の所要につき不在） 
副研究院⻑・評議員： 迫⽥ 義博 
新旧学院⻑： ⽯塚 真由美（獣医学院⻑） 

昆  泰寛 （前獣医学院⻑） 
堀内 基広 （国際感染症学院⻑・前研究院⻑） 
⼤橋 和彦 （前国際感染症学院⻑） 

附属動物病院⻑： ⽚桐 成⼆ 
獣医学系事務部事務⻑： 井上 直樹 
研究院⻑が必要と認めた者： ⼄⿊ 兼⼀ 

 
スケジュール（司会進⾏：髙井伸⼆外部評価委員会委員⻑，迫⽥義博副研究院⻑） 

1. 9:35-9:40 研究院⻑挨拶  滝⼝（ビデオ） 
2. 9:40-9:45 外部評価委員紹介 
3. 9:45-9:50 北⼤出席者紹介 
4. 9:50-9:55 外部評価経緯説明 堀内 
5. 9:55-10:25 北⼤側からの説明（特徴的な事項の説明） 

（1） 組織・運営，教育（学部）を含む 堀内 
（2） 教育（⼤学院） ⼤橋 
（3） 研究 ⼄⿊ 
（4） 社会貢献・産学連携 迫⽥ 
（5） 国際交流 ⽯塚 
（6） 施設・設備 ⽚桐 

6. 10:30-11:45 外部評価委員からの質問，意⾒交換 
⾃⼰点検評価報告書の順に，「組織・運営」→「教育」→「研究」→「社
会貢献・産学連携」→「国際交流」→「施設・設備」で進める。 

7. 11:45-11:50 今後の予定 堀内 
8. 11:50-11:55 閉会の挨拶 ⽯塚 
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III. 全体評価 

 
（評価結果） 

 
S：期待される水準を大きく上回る 

 
（概  評） 

北海道⼤学獣医学部は我が国における獣医学教育と研究を牽引する社会的使命を
果たすため不断の努⼒を重ねてこられた。今回，第３期中期⽬標期間中に⼤きな組織
改⾰を実施され，⼤学院獣医学研究院，獣医学院および国際感染症学院，および獣医
学部という教員組織と⼤学院教育体制の組織改編を実施され，同時に，共同獣医学課
程における帯広畜産⼤学との獣医学教育の欧⽶⽔準化を⽬指し，欧州獣医学教育機関
協会の完全認証も取得された。 

本外部評価では，平成 29 年度から令和 2 年度の 4 年間における，⼤学院獣医学研
究院，獣医学院および国際感染症学院，および獣医学部の活動について，(1)組織・運
営，(2)教育，(3)研究，(4)社会貢献・産学連携，(5)国際交流，および(6)施設・設備
の 6 項⽬について実施された⾃⼰点検・評価報告書をもとに，書⾯審査および訪問調
査を⾏い，評価対象期間中の活動状況を詳細に検討した。 

コンパクトな部局である利点を最⼤限に活かして，効果的な情報の共有と戦略的な
組織改⾰・運営，外部資⾦の獲得による教育研究の充実，研究成果の社会還元・社会
貢献から産学連携による外部資⾦導⼊と社会実装へ向けた活動，⻑年培ってきた国際
的な信頼関係に紐づいた国際交流，動物病院や動物施設の充実など，それぞれの項⽬
が，教育・研究の向上を⽬的として有機的に連携しており，相乗効果が現れている。
特筆すべきは，各項⽬が分断されることなく連携して展開されており，我が国の獣医
学教育研究の発展とアジアにおける⽇本獣医学のプレゼンスを⽰すためにたゆまな
い努⼒をしていることにある。 

いずれの評価項⽬においても，各外部評価委員の評価は「期待される⽔準を上回る
（A）」，もしくは，それ以上の「⼤きく上回る（S）」であった。本委員会では，⼤学
院獣医学研究院，獣医学院および国際感染症学院，および獣医学部が，これまでの活
動の成果を基盤として，今後とも，我が国の獣医学教育・研究機関をリードする代表
的な組織の⼀つとして，⻑期的なビジョンを持って，我が国およびアジア地域の獣医
学教育・研究機関の先駆けとなる取り組みを継続し，獣医学教育ならびに獣医科学研
究のさらなる発展に尽⼒して頂くという期待を込めて，全体評価は「期待される⽔準
を⼤きく上回る（S）」とした。 
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IV. 項目別評価 

（１）組織・運営 

第 3 期中期⽬標期間の⽬標の達成に向けて，⼈件費削減措置という厳しい状況にあ
りながらも，平成 29 年 4 ⽉に獣医学研究科から改組した，獣医学研究院・獣医学院・
国際感染症学院・獣医学部の活性化に向けて，計画的且つ戦略的に，⼤型外部資⾦・
競争的資⾦を獲得し，さらには動物病院経費等の⾃⼰財源により，戦略的に特任教員
を雇⽤して教員を確保することにより，基礎，応⽤，臨床の全ての分野にわたり学術
領域をリードする先駆的活動・研究を展開し，⼤学院教育，学部教育並びに附属動物
病院の社会貢献と発展に資する取り組みが継続されている。博⼠課程教育リーディン
グプログラム（博⼠ LP）および卓越⼤学院（WISE）プログラム等の活動は北⼤の⼤
学院改⾰の先導となっている。実施する獣医学教育の欧州獣医学教育機関協会
（EAEVE）の認証取得などの⼀連の活動は，我が国における獣医学教育の国際通⽤性
の先駆けともなっており，極めて顕著な成果である。動物病院収⼊の戦略的活⽤によ
り，⼈員増と動物病院収⼊増の好循環を⽣み出しており，臨床教育の充実にもつなが
っている。ザンビアとの⻑年にわたる取り組みが学内に波及し世界展開⼒強化事業等
の採択につながっている。 
 
【優れた点】 

○21 世紀・グローバル COE から始まり，博⼠ LP，WISE プログラムと⼤学院教育
改⾰を継続的に展開し，北海道⼤学の⼤学院教育改⾰の先駆けとなっている。 

○EAEVE 認証取得，3 期にわたる国費外国⼈留学⽣の優先配置を伴う特別プログラ
ム（PGP）採択，博⼠ LP から WISE プログラムへとつながる継続した実施と，附
属動物病院による独⾃の研究活性化プログラム。 

○獣医学教育に加え，感染症について専⾨に学べる組織であることが明⽰されている。 

○動物病院をうまく活⽤し，収⼊増と教員増の好循環を⽣み出している。 

○戦略的な財源確保による教員の充実と効果的な組織運営。 

○獣医学教育の国際的通⽤性を⾒据えた取り組み。 

 
【改善を要する点】 

○⼥性教員割合の不⾜，特任教員の占める割合の多さは改善すべき。帯広畜産⼤学と
共同獣医学課程を実施しているにもかかわらず，３ポリシーが⼤きく異なる（ディ
プロマは⼀部相似）。 

○VNJ として同じ獣医学教育を実施するのであれば，組織構成の違いがあり難しい
が，共同獣医学課程として共通のポリシーを設置すると良いのではないだろうか。 

○共同獣医学課程を構成する帯広畜産⼤学とのさらなる連携が強化され，より⼤きく
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強⼒な獣医学教育組織となることを期待する。 

○持続可能な組織運営と⼈材育成のため，任期付特任教員を安定した雇⽤へ移⾏させ
るシステム：ただし，部局レベルでは，これ以上ないほどに最⼤限の努⼒がなされ，
⼤学や国への要求もされているとのことなので，⼤学や国レベルでの改善が求めら
れる。 
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（２）教育 

学部及び⼤学院の 3 ポリシーをしっかりと定め，カリキュラムマップに従った教
育を実践している。⼤学院教育においては「我が国のみならず世界の獣医科学の発展
に寄与できる⼈材養成」を教育⽬標として，平成 23−29 年度博⼠LP において，スク
ーリング強化・授業単位の実質化・英語化，英語⼒養成教育，インターンシップ必修
化，研究室の壁を超えた学⽣の指導体制であるリサーチアドバイザー制度および学位
論⽂提出資格審査による学位の質保証，ならびに修学メンター制度による学⽣指導・
⽀援体制の確⽴など⼤学院教育改⾰が展開され，これらの⼀連の改⾰は，WISE プロ
グラム(平成 30〜令和 6 年度)の獲得により獣医学院/国際感染症学院に引き継がれ，
北⼤の⼤学院改⾰を先導する諸活動に発展している。学部教育においても，Day One 
Competency の策定，共同獣医学課程の新カリキュラムへの移⾏，EAEVE の認証取
得，国際⽔準の獣医学教育実施のための学外機関との連携強化に取り組んでいる。国
際交流事業等とも併せて，国際感覚の豊かな⼈材育成が期待できる。帯広畜産⼤学と
合同での FD 研修会，VNJ 教育懇談会や教務委員会等へ学部⽣を参加させるなど，学
⽣を含めた教育の質保証，ならびに PDCA サイクルを回すことを意識した教育改善
の取り組みは，今後⼤学内へ波及すると思われる先駆的な取り組みである。⼀⽅，臨
床教育の強化により学⽣が研究に触れる機会が減少する結果，⼤学院への内部進学者
数が減少していることが懸念される。 
 

【優れた点】 

○獣医学院/国際感染症学院の教育体制の整備と WISE プログラムの展開，およびそ
れに伴う⼤学院での実践的な教育の実施，経済的⽀援，キャリアパス⽀援の充実，
ならびに，研究室の壁を超えた学⽣の指導体制と学位審査の質保証体制の整備。 

○⼤学院教育において，PGP，博⼠ LP，WISE プログラムを獲得することで，学⽣
の経済⽀援を⾏い優秀な⼈材が確保できている。また，国内の優秀な⼈材確保に向
け，⾃学部外特別選抜を実践している。 

○英語ネイティブの専任教員によるアカデミックイングリッシュ教育。 

○学⽣や学外有識者も参加する教育の質保証体制の構築，学部学⽣の意⾒を反映し，
ゆとりを持った学⽣⽣活や研究活動の実施を⽬的とした，カリキュラムの改定。 

 
【改善を要する点】 

○⼤学院⽣の定員確保においては，獣医学院の定員が 70%程度となっており，今後の
努⼒を必要とする。また，社会⼈が在職のまま⼤学院⽣となれるようカリキュラム
の⼯夫が望まれる。 

○学部学⽣の研究に対する嗜好が低下している可能性があるので，構築した実践実習
の中で加えて研究の重要性を伝えられる仕組みの構築を期待する。  
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（３）研究 

平成 29〜令和 2 年度の論⽂発表数平均値は 207.5 編と平成 26−28 年度の平均
146.6 編に⽐べ顕著に増加し，外部資⾦獲得状況も件数・補助⾦額ともに平成 26−28
年度の平均と同等以上の⽔準を⽰した。また，特筆すべき研究プロジェクトとして，
世界展開⼒事業につながっているアフリカでの地球規模課題対応国際科学技術協⼒
プログラム（SATREPS），および，⾰新的技術開発・緊急展開事業による，動物の難
治性疾病に関する研究が産業創出分野の設置に繋がるなど，発展が期待される取り組
みを実施している。この 2 つは特記すべき顕著な研究業績を挙げており，北⼤におけ
る先導的活動となっている。発表論⽂の質評価については，評価指標がないため⼀概
に⾔えないが，学会等での受賞数が多いことから外部からの評価が⾼い研究と推察さ
れる。令和 2 年度から臨床現場と基礎研究を結びつける新たな取り組みとして，動物
病院収⼊を活⽤した「臨床研究推進研究費」制度は，⾃⼰資⾦による独⾃の活性化策
として評価できる。⼆つの⼤学院プログラムの資⾦によって研究環境の整備も進んで
おり，さらなる発展が期待できる。⼀⽅で，⼤型研究費申請実績がないこと，インパ
クトファクターの⾼い雑誌への公表も今後の課題とされているが，それが⽬的となら
ぬよう配慮されたい。 
 
【優れた点】 

○臨床研究推進研究費，卓越⼤学院プログラムなど複数⼤型事業の展開。 

○基盤研究 A から若⼿研究まで幅広い分野での科研費獲得となっており，全体的な
研究⼒が⽰されている。加えて，⽜難治性治療や鉛汚染などの⼤型プロジェクトも
採択されており，特化した研究を推進している。 

○継続的に⼤型プロジェクトを獲得し研究環境整備と研究の活性化に取り組んでい
ること，および，⼤型のプロジェクト 2 件について，多くの研究者が関与し，適切
に遂⾏されていると思われる点。 

○トランスレーショナルリサーチのスタートアップ⽀援。 

 

【改善を要する点】 

○博⼠課程修了者（ポスドク）・若⼿教員（研究者）のポジションの確保。 

○⾮常に優秀な研究者が揃っているが，特推や新学術領域等の⼤型科研費が獲得でき
ていない。また，基礎研究の中⼼となる⽣理学研究室が，平成 30 年 4 ⽉〜9 ⽉ま
で教員が不在となり，研究活動が停滞した。今後このようなことが⽣じないよう，
教員⼈事の運⽤を円滑に進める必要がある。 

○⼤学院⽣の⼈数や，特任を含めた若⼿教員の⼈数を鑑みると，研究業績が増えても
良いと思われる。 
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（４）社会貢献・産学連携 

地域社会への貢献としては，地⽅⾃治体・他機関との 8 件の連携協定，⼀般市⺠・
⾼校⽣・開業獣医師等を対象とした公開講座・講演会の開催により専⾨知識の普及・
啓発活動を展開し，国・⾃治体・諸団体などの審議会・委員会の委員としても専⾨性
の社会還元が活発である。獣医学研究院・獣医学部の神髄ともいえる社会貢献として，
OIE ⿃インフルエンザ・リファレンスラボラトリーとしての活動は特筆に値する。⿃
インフルエンザに関して，国際的なネットワーク構築を先導し，多⾓的な研究の推進
とその成果の還元，診断やトレーニングなど，国を代表した⽀援を実施してきており，
国際社会への貢献は顕著である。我が国はもとより世界のリーディングラボとして今
後とも継続して活躍されることを希望する。産学連携の活動として，抗体医薬の獣医
療領域での応⽤を⽬指す取り組みは⾼く評価できる。企業と連携して，免疫チェック
ポイント分⼦に対する抗体を動物の腫瘍疾患の治療薬として社会実装を⽬指す産業
創出部⾨・先端創薬分野の取り組みは極めてタイムリーである。これら社会貢献およ
び産学連携活動を通じて多くの外部資⾦を獲得している。動物病院では各教員が忙し
い中，開業獣医師向けにセミナーを多数開催している点は評価できるが，⼀⽅，更な
る卒後教育の実施について組織的な取り組みが望まれる。 
 
【優れた点】 

○2005 年より OIE ⿃インフルエンザレファレンスラボラトリーとして，研究や診断
技術のみならず，疾病コントーロル対策においてもしっかりと国際社会に貢献して
いる。 

○獣医学研究院内に先端創薬分野を設置するなど，産学連携に部局をあげて取り組ん
でいる。 

○動物病院による診療だけでなく，セミナーを通じても社会貢献をされている点。 

○感染症研究の産学連携アプローチ。 

 
【改善を要する点】 

○微⽣物系など特定領域に集中しており，他の領域からのシーズ開拓。 

○毎年，単発テーマの獣医師向け公開講座は開催されているが，よりシステム⽴てた
卒後・リカレント教育の実践が望まれる。 

○社会貢献において，⼀部の研究室，教員が多くの負担を担っているようにも捉えら
れるので，継続性を考えるとリファレンスラボラトリーの活動がより⽀援を受けら
れる体制の構築が望まれる。 

 
  



 

 13 

（５）国際交流 

獣医学部の国際交流の歴史はザンビア⼤学との教育研究連携が 1983 年に開始され
る前のザンビア⼤学留学⽣の受け⼊れから始まり，その歴史は古い。そのような国際
連携の経験を基盤として，東南アジア，アメリカ，ヨーロッパとの国際的な教育研究
活動に継続的かつ戦略的に取り組んでいる。部局間協定が 14 ⼤学，⼤学間協定で獣
医学部関連が 17 ⼤学，研究における国際協⼒も継続的に維持され，特にザンビアに
おける鉛汚染に関する事業を始めとする，ザンビアおよびモンゴルでの 2 つの
SATREPS の実施，モンゴルおよびザンビアにおける 2 つの JICA 技術協⼒プロジェ
クトの推進など，国際共同研究および国際協⼒活動が精⼒的に展開している。また，
3 期連続で PGP に採択され，⼤学院における留学⽣の受け⼊れを計画的・組織的に
実施している。⼤学院ではインターンシップ必須化に伴う海外活動⽀援，学部では⼤
学の世界展開⼒プログラムを継承する国際獣医師⼈材養成に関する事業（IVEP）など
により，留学・海外活動の機会をふんだんに与え，学⽣の国際性涵養に取り組んでい
る。英語専任教員および⼤学院⽣（留学⽣）を活⽤した派遣前準備プログラムも備わ
っている。⼤学院⽣・学部学⽣の海外活動の推進は，国際交流を⽀える，資⾦の確保，
教員の熱意，カウンターパートとの信頼関係の構築，といった要件を⻑年にわたって
培ってきた成果を基盤とする，北⼤における先導的活動である。 
 
【優れた点】 

○学⽣の国際単位互換やインターンシップ必須化に伴う海外活動⽀援，および学内に
おける派遣前準備プログラム。 

○SATREPS，技術協⼒プロジェクト，PGP，WISE プログラム，世界展開⼒強化事
業，IVEP など多種多様な研究・教育プロジェクト・プログラムを精⼒的に展開し，
国際交流の推進・維持に組織として対応している。それに伴い，学部⽣・⼤学院⽣
の交流が活性化し，多様な国からの留学⽣の受け⼊れも継続できている。 

○語学サポートのために英語の専任教員，および留学⽣のサポートセクションが設置
されている。 

 

【改善を要する点】 

○Covid-19 収束後の事業開始のシナリオ。 

○教員⾃⾝の研修のために海外に派遣された場合，その間，その教員の⽳を埋めるシ
ステムの整備があればもっと気兼ねなく研修に⾏けるようになるかもしれません。 
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（６）施設・設備 

学部としては最⼩規模であるにも拘わらず，附属動物病院，動物施設，獣医標本施
設，共同利⽤機器施設，スキルスラボ，図書室などの教育・研究・実習・診療に不可
⽋な施設の整備が計画的に実施されている。EAEVE と AAALAC 認証の取得と継続
において重要な，附属動物病院と動物施設を計画的に強化し，教育・研究に有効活⽤
している。附属動物病院は平成の⼤改修以降，戦略的に動物医療センターとしての施
設整備を展開し，⾼度獣医療の実践と臨床教育強化が実を結んでいる。その結果，収
益を倍増させ，その資⾦を新たな展開（臨床研究推進研究費等）に活⽤している。病
院の機能強化による患者数と収益の増加は，戦略的な⼈事による臨床機能の強化，お
よび組織的に施設・設備の維持・更新に取り組んできた結果と思われる。トランスレ
ーショナルリサーチの推進を⽬的とした組織整備も戦略的な取り組みとして興味深
い。実験動物施設の AAALAC 認証の継続は特筆すべき成果である。図書室の 24 時間
利⽤，標本施設の広報活動，共同利⽤機器施設なども最⼩規模学部ならではの管理運
営⽅法で，教育・研究に上⼿く活⽤している。JJVR は継続的な編集努⼒により，掲載
数増加やインパクトファクターの上昇など，獣医系の国際学術雑誌としての評価が⾼
まっている。スキルスラボの整備は学⽣の基本技術の習得および動物福祉の観点から
重要な取り組みであるが，学⽣の利⽤促進の⼯夫が必要と思われる。 
 
【優れた点】 

○動物医療センターの施設整備と⾼度獣医療の実践と収益還元による研究の活性化，
ならびに，動物病院における⾃⼰財源を活⽤したハード・ソフト両⾯の臨床機能の
充実。 

○附属動物病院の計画的な設備更新による患者数，収益の増加は特筆に値する。また，
AAALAC 対応の動物施設の維持管理は負担が⼤きいにもかかわらず継続している。
共同利⽤機器も充実しており，これが科研費や外部資⾦の獲得につながっていると
推察される。 

○動物病院を拡充し，社会貢献と臨床教育の充実に活⽤されていること。 

○動物施設の AAALAC 認証と感染実験動物施設の整備，および動物施設における各
種対策。 

○動物施設，病理解剖室を改修し，国際的に認められる施設になっていること。スキ
ルスラボを設置し，⽣体を使⽤しなくとも学⽣が⾃由に実技訓練を⾏うことができ
る状態にあること。 

 
【改善を要する点】 

○改⾰中ではあるが，将来構想（マスタープラン）の検討もお願いしたい。 

○スキルスラボの学⽣利⽤や教育への活⽤に改善が必要である。 
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○スキルスラボの活⽤は，学⽣が⾃習する意欲の刺激に直結すると思われる。カリキ
ュラムで定められた講義実習が多い中，多忙な学⽣が⾃習する意欲を引き出す⽅策
を検討する必要がある。 
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1 2017/5/16 LP  

20  Oleg 
Mediannikov ”  
Molecular epidemiology and genomic research on vector-borne pathogens in 
Africa 

2 2017/5/29  14  LP ”  
Science and practice in global health 

3 2017/6/17  14   

4 2017/7/27  
 5  Global Leaders Workshop Offering solutions to real-world problems  

5 2017/8/2  1  Chemical Hazard Symposium 

6 2017/8/22  15  LP ”  
Global Human Network through Research on Microbial Water Safety 

7 2017/9/4  

26  Bruno B. Chomel
”  

Epidemiology, Control and prevention of dog rabies 
0Bartonella infections in humans and animals: a review 

8 2017/9/6  2  One Health Public awareness is the key for prevention of 
antimicrobial resistance  

9 2017/9/20-21  5  SaSSOH Enjoy science! -Aiming to become a global leader for One 
Health  

10 2017/10/13  

16  LP  
”  

[
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21  ”  

In vitro growth of primordial germ cells derived from mouse fetal ovaries
”  

12 2017/11/7  15   
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27  Susan S Suarez ”

”  
Sperm Interactions with the Female Reproductive Tract 

0The Local Immune Response to Early Embryo in Bovine Ovicuct and Uterus 

14 2017/11/29 LP  
22  Dirk U. Pfeiffer ”  

The One Health Approach- A Holistic Perspective for an Ever More Complex 
Future - 

15 2017/12/6 LP  23  José 
Manuel Sánchez ”  The Outline of African Swine Fever  

16 2017/12/14  16   

17 2018/1/19 LP  24  Steve Unwin ”  
Conservation medicine within the One Health paradigm 

 
 

30
 
 

1 2018/6/22  17   
2 2018/7/19   6  

3 2018/7/25  25  ”  
Breakthrough and Improvement of your research using mathematical modeling!!! 

4 2018/8/27  
28  Mark A. Stevenson

”  Tools and Approaches for Problem Solving an the Herd, Regional, 
National and International Level  

5 2018/9/14  29  Heather J. Bacon
” Jess Davies ”  

6 2018/9/20-21  6  SaSSOH Beyond One Health: Visualizing Our Heterogeneity  
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Tracking Transmission of Tuberculosis 

0One Health in Antimicrobial Resistance 

8 2018/10/16  26  Jaap Wagenaar ”  
How Veterinarians and Medical Doctors Work Together in the Netherlands 

9 2018/12/8  2  Chemical Hazard Symposium 

10 2018/12/14  3  One Health  Funding for the control of antimicrobial 
resistance should be prioritized towards epidemiological surveillance.  

11 2018/12/27  18   

12 2019/1/16  
 6  Global Leaders Workshop Offering solutions to real-world problems  

13 2019/2/27  

30 1  WISE
Chua, Brendon ” Kedzierska, Katherine ”  
Development of TLR2-agonist-based immunostimulants against respiratory 

pathogens  
0 Human immunity to the seasonal, avian and pandemic viruses  

14 2019/3/5  31 2  WISE
De la Fe Christian ” Infectious diseases affecting ruminants in Spain  

15 2019/3/20   International Chemical Hazard Symposium 

 
 
 
 
 

1 2019/4/1  
3 WISE ”  
The Leptospirology: Retrospective Review and New Aspects in Ecology of 

Leptospira  

2 2019/6/21  The 9th Bacteriology Special Seminar Tadhg Ó Cróinín ”  
DNA Supercoiling and The Regulation of Virulence in Campylobacter jejuni  

3 2019/7/11-12  7  
4 2019/8/2  Shelter Medicine ” ”  

5 2019/8/8  
 

7 Global Leaders Workshop 

6 2019/8/8  WISE/LP WHO  ”  Working at WHO  
7 2019/9/19-9/20  8th SaSSOH Sapporo Summer Symposium for One Health -Connecting the dots- 

8 2019/9/29-9/30  3rd International Chemical Hazard Symposium 3rd Symposium of Japan Society 
for Environmental Chemistry 

9 2019/10/5    

10 2019/10/8  WISE 2019 ”  
]  

11 2019/10/21  Mark Stetter ”

Gerald Post ”  

12 2019/11/7 WISE/LP 
 

1 WISE/LP Qin Yan ”  Cancer 
epigenetics, metastasis, and antitumor immunity  

13 2019/11/19  

41
” ”  

- - 
0  

14 2019/11/27  
DHES  

2030 ' [ OIE -
-  

15 2019/12/4 WISE/LP 
 

2 WISE/LP ( Frank Møller Aarestrup
”  Global ecology, epidemiology and evolution of antimicrobial resistance  

16 2019/12/7  
 

 
-JICA

-  

17 2020/1/27  4 One Health  The One Health approach has greatly 
improved outcomes in global medicine and well-being.  

18 2020/1/29 WISE/LP 
 

3 WISE/LP Rainer Günter 
Ulrich ”  The network Rodent-borne pathogens  

19 2020/2/5  International Symposium on Chemical Hazards to Wildlife 
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20 2020/2/7  One Health Special Seminar by Rakuno Gakuen University 
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1 2020/5/15  24  

2 2020/8/7  2 Student Study Hour National Trust for Nature Conservation Naresh 
Subedi ”  Wildlife Conservation in Nepal: Efforts & Opportunities  

3 2020/8/12  
 

8 Global Leaders Workshop Novel Approaches to Brain Injury: 
Neuroregeneration vs. Brain-computer interface  

4 2020/9/11   
 

5 2020/9/16-17  8th SaSSOH Sapporo Summer Symposium for One Health -Toward Planetary 
Health- 

6 2020/9/23  25  

7 2020/9/25  ” International Collaboration for 
Disease Control: "Health Systems Management Training Programme in Kenya" 

8 2020/9/29  
”  Development 

of New Drugs by Leveraging a Strategic Partnership for the Medicines Creation 
against Neglected Tropical Diseases and Malaria  
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10 2020/10/24  2   

11 2020/10/26-27  
 ” ]  
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One health ” ]
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”  Intestinal Microbiota: The hidden gem in the gut  
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16 2021/1/26  
”  

17 2021/2/26  27  

18 2021/3/1  4th International Chemical Hazard Symposium 4th Symposium of Japan Society 
for Environmental Chemistry 

19 2021/3/16  42
 - -  

20 2021/3/22  5 One Health  We must shift our protein consumption 
towards insects, lab meat, or other alternatives to livestock.  

21 2021/3/24  
Bilateral Symposium between University of Zambia and Hokkaido University: 
One Health Joint Research Progress Report Meeting (KAMPAI and DRINK 
projects)  
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Day One Competences 
 
1. Understand the ethical and legal responsibilities of the veterinary surgeon in relation to patients, 

clients, society and the environment. 
2. Demonstrate a knowledge of the organisation, management and legislation related to a veterinary 

business. 
3. Promote, monitor and maintain health and safety in the veterinary setting; demonstrate knowledge 

of systems of quality assurance; apply principles of risk management to their practice. 
4. Communicate effectively with clients, the public, professional colleagues and responsible 

authorities, using language appropriate to the audience concerned. 
5. Prepare accurate clinical and client records, and case reports when necessary, in a form satisfactory 

to colleagues and understandable by the public. 
6. Work effectively as a member of a multi-disciplinary team in the delivery of services. 
7. Understand the economic and emotional context in which the veterinary surgeon operates. 
8. Be able to review and evaluate literature and presentations critically. 
9. Understand and apply principles of clinical governance, and practise evidence-based veterinary 

medicine. 
10. Use their professional capabilities to contribute to the advancement of veterinary knowledge, in 

order to improve the quality of animal care and veterinary public health. 
11. Demonstrate ability to cope with incomplete information, deal with contingencies, and adapt to 

change. 
12. Demonstrate that they recognise personal and professional limits, and know how to seek 

professional advice, assistance and support when necessary. 
13. Demonstrate an ability of lifelong learning and a commitment to learning and professional 

development. This includes recording and reflecting on professional experience and taking 
measures to improve performance and competence. 

14. Take part in self-audit and peer-group review processes in order to improve performance. 
15. Obtain an accurate and relevant history of the individual animal or animal group, and its/their 

environment. 
16. Handle and restrain animal patients safely and with respect of the animal, and instruct others in 

helping the veterinary surgeon perform these techniques. 
17. Perform a complete clinical examination and demonstrate ability in clinical decision-making. 
18. Develop appropriate treatment plans and administer treatment in the interests of the patients and 

with regard to the resources available. 
19. Attend all species in an emergency and perform first aid. 
20. Assess the physical condition, welfare and nutritional status of an animal or group of animals and 

advise the client on principles of husbandry and feeding. 
21. Collect, preserve and transport samples, select appropriate diagnostic tests, interpret and 

understand the limitations of the test results. 
22. Communicate clearly and collaborate with referral and diagnostic services, including providing an 

appropriate history. 
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23. Understand the contribution that imaging and other diagnostic techniques can make in achieving a 
diagnosis. Use basic imaging equipment and carry out an examination effectively as appropriate to 
the case, in accordance with good health and safety practice and current regulations. 

24. Recognise suspicious signs of possible notifiable, reportable and zoonotic diseases and take 
appropriate action, including notifying the relevant authorities. 

25. Access the appropriate sources of data on licensed medicines. 
26. Prescribe and dispense medicines correctly and responsibly in accordance with legislation and 

latest guidance. 
27. Report suspected adverse reactions. 
28. Apply principles of bio-security correctly, including sterilisation of equipment and disinfection of 

clothing. 
29. Perform aseptic surgery correctly. 
30. Safely perform sedation, and general and regional anaesthesia; implement chemical methods of 

restraint. 
31. Assess and manage pain. 
32. Recognise when euthanasia is appropriate and perform it with respect of the animal, using an 

appropriate method, whilst showing sensitivity to the feelings of owners and others, with due 
regard to the safety of those present; advise on disposal of the carcase. 

33. Perform a systematic gross post-mortem examination, record observations, sample tissues, store 
and transport them. 

34. Perform ante-mortem inspection of animals destined for the food-chain, including paying attention 
to welfare aspects; correctly identify conditions affecting the quality and safety of products of 
animal origin, to exclude those animals whose condition means their products are unsuitable for 
the food-chain. 

35. Perform inspection of food and feed including post-mortem inspection of food producing animals 
and inspection in the field of food technology. 

36. Advise on, and implement, preventative programmes appropriate to the species and in line with 
accepted animal health, welfare and public health standards. 
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(3) 牛難治性疾病の制御に応用できる免疫
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抗 PD-L1抗体薬に続き開発
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(5) ウシの疾病に有効となる抗ウイルス
効果の確認に成功〜牛白血病などの新規

制御法への応用に期待〜
(https://www.hokudai.ac.jp/news/190807_pr2.pdf)

扶桑薬品⼯業・北⼤によるプレスリリース

北海道大学大学院獣医学研究院 先端創薬分野

Ø 研究の主要な成果
(1) イヌのがん治療に有効な免疫チェックポイント阻害薬 (抗PD-L1
抗体)の開発にはじめて成功 ~北海道大学動物医療センター に
おける臨床研究成果~ 
(https://www.hokudai.ac.jp/news/20170825_jyu.pdf)
(2)牛難治性疾病の制御に応用できる免疫チェックポイント阻害薬
(抗 PD-L1 抗体)の開発にはじめて成功
(https://labinf.vetmed.hokudai.ac.jp/content/files/Research/2017.4.27_pr.pdf)
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The Royal Veterinary College  2018 10 13  2018 11 5  24 

9 2018 D3 “   2018 10 18  2018 11 19  33 

10 2018 D4 
Vietnam Research Station, Institute of 
Tropical Medicine, Nagasaki University 
National Institute of Hygiene and 

 2018 10 21  2018 11 9  20 
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Epidemiology, Hanoi, Vietnam 

11 2018 D3(10 )  
New York Blood Center  2018 11 17  2018 12 17  31 

12 2018 
2019 D3 University College Dublin 

  2019 1 20  2019 5 20  121 

13 2018 D2(10 ) Gadjah Mada University ×

 2019 1 6  2019 2 21  47 

14 2018 D4(10 ) National Tuberculosis Reference 
Laboratory  2019 1 5  2019 2 18  45 

15 2018 
2019 D4(10 ) Colorado State Univ. 

HTufts Univ.  2019 3 22  2019 4 28  38 

16 2018 D4(10 ) 
Mongol Equestrian LLC, 
pharmaceutical company & Mongolian 
National Equine Clinic 

 2019 1 19  2019 1 27  9 

17 2018 D3   2019 1 31  2019 2 13  14 
18 2018 D3   2019 2 24  2019 3 2  7 

19 2018 
2019 D4(10 ) University of Wisconsin 

HThe Ohio state University  2019 3 11  2019 4 19  40 

1 2019 D3 
Univ. Guelph, Canada 

HColorado State Univ. 
Oregon State Univ.  

 2019 4 6  2019 5 5  30 

2 2019 D4(10 ) WHO WPRO  2019 5 19  2019 7 14  57 
3 2019 D3 WHO   2019 5 13  2019 7 15  64 
4 2019 D2(10 ) Yale Univ  2019 7 5  2019 8 25  52 

5 2019 D4 The Univ. of Queensland  2019 7 8  2019 8 21  45 

6 2019 D3   2019 7 9  2019 7 15  7 
7 2019 D4 Univ. of Glasgow UK 2019 7 19  2019 8 10  23 
8 2019 D3 University Teaching Hospital   2019 8 2  2019 9 17  47 

9 2019 D3 Mochtar Riady Institute for 
Nanotechnology Indonesia 

×

 2019 8 30  2019 9 29  31 

10 2019 D4 USGS Patuxent Wildlife Res. Center  2019 8 25  2019 9 1  8 
11 2019 D3 Novosibirsk State Univ.  2019 9 3  2019 9 9  7 
12 2019 D3(10 )   2019 9 21  2019 10 20  30 
13 2019 D3 Mahidol University  2019 10 2  2019 11 25  55 
14 2019 D3   2019 10 5  2019 10 27  23 
15 2019 D4(10 ) University of Florida  2019 10 19  2019 11 1  14 
16 2019 D4 “   2019 11 4  2019 11 12  9 
17 2019 D4 Univ. of Glasgow UK 2019 10 20  2019 11 10  22 
18 2019 D3 FAO  2019 10 27  2020 1 25  91 

19 2019 D3 National Tuberculosis Reference 
Laboratory (NTRL) Malawi 

 2019 11 1  2019 12 4  34 

20 2019 D4   2019 11 5  2019 11 16  12 
21 2019 D4 “   2019 11 10  2019 11 24  15 
22 2019 D4   2019 11 6  2019 11 14  9 

23 2019 D3 Leibniz Institute for Zoo and Wildlife 
Research 

 2019 11 25  2020 4 19  147 

24 2019 D3 OIE   2019 10 1  
2019 12 25  

2019 10 4  
2019 12 26  5 

25 2019 D2   2020 1 30  2020 2 13  15 
26 2019 D2   2020 1 30  2020 2 13  15 
27 2019 D4(10 ) McGill University  2020 3 3  2020 4 4  30 
28 2019 D3  UK 2020 3 10  2020 4 10  30 
1 2020 D4(10 ) Kasetsart University  2019 10 2  2019 10 30  29 
2 2020 D4(10 )   2020 4 6  2020 4 17  12 
3 2020 D4(10 )   2020 3 16  2020 3 27  12 
4 2020 D4   2019 9 24  2019 10 21  28 
5 2020 D4 ExCELLS γ  2020 8 16  2020 8 29  14 
6 2020 D4   2019 2 25  2019 6 18  114 
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7 2020 D4   2020 8 25  2020 9 5  12 

8 2020 D4   2020 8 15  2020 8 27  13 
9 2020 D4 NPO EnVision   2020 6 29  2020 7 9  11 
10 2020 D4 OIE   2017 10 2  2017 12 19  79 
11 2020 D3 “ Ⅰ   2020 8 31  2020 9 7  8 
12 2020 D4   2018 11 16  2018 12 16  31 
13 2020 D4   2020 11 9  2020 11 20  12 
14 2020 D4   2020 10 26  2020 11 6  12 
15 2020 D3   2020 9 7  2020 9 18  12 
16 2020 D3   2020 9 7  2020 9 18  12 
17 2020 D4(10 )   2021 1 5  2021 2 5  32 
18 2020 D4(10 )   2020 11 16  2020 11 27  12 

19 2020 D3 National Veterinary Joint Stock 
Company  2020 11 20  2020 11 30  11 

20 2020 D3 OIE   2020 12 1  2020 12 12  12 

21 2020 D4(10 )  
  2021 1 12  2021 1 26  15 

22 2020 D4(10 )   2020 12 14  2020 12 25  12 
23 2020 D3 “   2021 2 1  2021 2 28  28 
24 2020 D4 NPO   2021 3 22  2021 3 31  10 
25 2020 D4(10 ) “ “   2021 3 1  2021 3 19  19 
26 2020 D4(10 )   2021 3 21  2021 3 28  8 
27 2020 D3 OIE   2021 2 15  2021 3 8  22 

 
/   

 
      ( ) 

1 2017 D3   2017 4 5  2017 5 3  29 
2 2017 D4   2017 5 9  2017 6 10  33 
3 2017 D4 JICA)  2017 6 12  2017 7 7  26 
4 2017 D2   2017 11 13  2017 11 28  16 
5 2017 D2   2017 11 21  2017 12 9  19 
6 2017 D2   2017 11 6  2017 12 18  43 

7 2017 D2 “

 
 2017 11 25  2017 12 24  30 

8 2017 D2   2018 1 31  2018 2 13  14 

9 2017 D2 German Nepal Tuberculosis Project 
(GENETUP) 

×  2018 2 3  2018 3 30  56 

10 2017 D2 (AMED)   2018 2 17  2018 2 25  9 

1 2018 D3 “

 
 2018 7 25  2018 8 17  24 

2 2018 D4(10 )   2019 2 1  2019 2 16  16 
3 2018 D2 Univ. of Veterinary Science  2018 12 7  2018 12 30  24 
4 2018 D3 “   2018 8 5  2018 9 15  42 
5 2018 D3 Zambia University  2019 3 3  2019 3 12  10 
1 2019 D4(10 ) Makerere University  2019 5 4  2019 5 18  15 
2 2019 D3(10 ) γ   2019 5 9  2019 6 28  51 
3 2019 D4 North Carolina State University  2019 6 23  2019 7 6  14 

4 2019 D4  
  2019 8 17  2019 8 26  10 

5 2019 D4 

 
 

Fondazione Edmund Mach di San 
Michele all'Adige 

 2019 11 19  2019 11 30  12 
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VI-4. 

 26R28
 29  30   2  

 71.0 54 69 64 0 
 2 0 0 0 0 
 32.6 20 23 18 0 

 19.3 31 28 33 1 
 14.6 14 23 19 0 

 2 6 2 0 0 
 141.5 125 145 134 1 

 
VI-5.  

 26R28
 29  30   2  

 22.3 19 17 8 1 
 0 1 0 0 0 
 9.6 12 6 13 5 

 12.3 16 4 11 0 
 3.6 8 5 11 0 

 0.6 0 0 1 0 
 48.4 56 32 44 6 

 
 



VII.  

� ����

VII.  
�
VII-1.  
 

t 45 r o r

39 o t o r

6 r 14
o 18 rt oT r

o o 25 r o

 
t 12 5 3

2 X CT MRI ×

× ICU
o r  T o

r T

o

r o T o

n v o

T r v

r T “

o  r T  
nt o N O

r o r T  
r v r IVEP v

r v

29 2 n1 r

n T 2 rt

o  
 
VII-1-1)  

 
 
 
 

 
 

 
  

�

�



VII.  

� ����

VII-1-2)  
 

 

12 5
3 X 2 CT MRI ×

× ICU
 

 

X TV C X 80 CT
3 MRI

× ×

 
 
 
VII-1-3)  

 26R 
28  29  30   2  

 18.6 19 18 21 21 
 3.6 5 4 8 6 

 11.0 11 10 10 11 
 12 9 10 13 14 
 0.6 1 1 1 2 

 0 0 0 0 0 
 3.6 5 2 5 5 

 48.3 50 45 58 59 
5 1  
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26R28

 
 13 6 0 0 11,149 1,699 15 12.884 

 208 188 0 0 330,391 43,604 417 374,809 
29 
 

 3 6 0 0 12,229 2,049 2 14,289 
 75 422 0 0 358,128 50,100 29 408,754 

30 
 

 1 5 0 0 11,134 1,962 28 13,130 
 2 303 0 0 351,245 56,371 711 408,632 

 
 

 0 3 0 0 12,275 2,350 18 14,646 
 0 109 0 0 406,980 71,662 328 479,079 

2 
 

             
              

t n  
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VII-2-1)  

  
26R28  

 
(2014R2016 ) 

29  
(2017 ) 

30  
(2018 ) 

 
(2019 ) 

2  
(2020 ) 

 

 6 19 17 20 16 
 2 2 1 1 0 
 3 5 0 0 0 

 7 0 0 0 2 
 7 12 2 22 31 

 
 9 2 12 8 14 

 33 47 35 33 29 
×  4 0 0 0 0 

 

 6065 4935 5371 4839 7468 
 360 603 506 553 1281 

×  1 0 0 0 0 
 15 12 6 6 9 
 16 3 106 12 1 

 463 161 157 350 121 
 16 8 33 0 7 

 0 0 0 0 0 
 6 0 0 0 0 
  0 0 12 0 

 2  0 0 0 0 
 0 0 16 30 0 

 0 0 0 0 0 
 26 20 24 14 8 

 0 0 67 9 12 
  AAALAC  

VII-3. 
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26R28  

 
(2014R2016 ) 
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 636 1044 1118 1012 34 
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 Biacore X100 GE  H24 

 Ion Proton life technologies H25 
 MPR-414FPJ  H25 



VII.  

� ����

  

 
E403-2 

  himac 
CS150-FNX 

“  
H24 

  himac 
CP80MX 

“  H15 

  himac CR7 “  H24 

 
E403-3 

     LTQ Orbitrap Discovery, 
UltiMate3000 LC   

H21 

 ×  JNR AB-
2100 

 H8 
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VII-5-1)  

     

1   VQ-6092A, VL-2A  
VO-2A AVS 2016 

1   AJ0010002 AVS 2016 
1   NEMIO SSA-550A  2016 

1   W44418 3B  2016 

1   W44411 3B  2019 

1   W65772 3B  2019 

1     2019 

1   TOP-220V A  2016 

1   STC-525  2016 

1   LMSS-02 3B  2019 
1   LMSS-03 3B  2019 
1   W65785 Lustertech, Inc. 2019 
1    OSCE  2016 

1   Z3  2006 
 

1  iPad A1458 Apple 2012 

1  iPad  3D 
×   Biosphera 2019 

2  v  Knot tying trainer Limbs  things 2016 
2   W65762 3B  2019 
2     2016 
2   W65768 3B  2019 
2  ×  WC-FKT1 3B  2019 
2   TRP-UZ2 3B  2019 
2     2019 
2   W19010 3B  2019 
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2   W65756 Lustertech, Inc. 2019 
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2   W33354 3B  2019 
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2  o  W33359 3B  2019 
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2  iPad  3D 
×   Biosphera 2019 



VII.  

� ��
�

2   3D  
×   Biosphera 2019 

2   I.V. Pad 
Animal 

Z100  2020 

1  iPad Air A2316 Apple 2020 
1  Apple pencil MK0C2J/A Apple 2020 
2   M600F-2004 Mouse 2020 
2  65 4K  M540X  2020 
2  v  Knot tying trainer Limbs  things 2020 
2   Z101  2020 
2   EX-GP  2020 

 
 
VII-5-2)  
 29  30   2  

1  36 23 129 129 
2    111 70 
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VII-6   
 

1 r 1 T

r r 24 T 24 t

oT n T t

rS r n r nt T  
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Journal of Veterinary Research) T  
 
VII-6-1)  
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n  24 t n
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BDS
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 10,186  562  65  1,432  6,441  14  
 25,403  877  6  20,768  41,621  21  
 35,589  1,439  71  22,220  48,062  35  

 3 3  
 
VII-6-3)  

 26R28
 29  30   2  

 164  89  107  105  269  

 145  107  93  93  84  
 
 
 
VII-6-4)  
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VII-6-4) Japanese Journal of Veterinary Research  
 

JJVR  

JJVR t 1953 r o 2014
DOI o Ⅸ o oo

2017 JJVR t o “ “ r

n 3 n  
 
1) TⅨ  
2) Ⅸ r n  
3  or

 
 

2016 Ⅸ r t r 1
T rS r Ⅸ 5

rS r JJVR t

n o r n  
 

 
 

IF IF 5years 
 

        
2019 5 19 95 119 

  
5 19 13 37 

2018 7 27 144 178 0.656 0.929 7 18 12 37 
2017 7 22 85 114 0.719 0.901 5 10 10 25 
2016 3 13 72 88 0.703 0.720 3 15 14 32 
2015 6 14 77 97 0.270 0.651 7 2 11 20 
2014 5 4 54 63 0.889 0.869 6 1 4 11 
2013 4 1 22 27 1.032 0.868 3 2 3 8 
2012 9 1 25 35 0.654 0.694 7 3 2 12 

�

国際誌Japanese Journal of Veterinary Research(JJVR)の知名度と質の向上の取り組み

国際誌としてのJJVRの知名度と質の向上のための3つの改革
１） 国内外からのレベルの高い論文投稿のための宣伝活動

獣医関連学会でのポスター、パンフレット、見本誌の配布活動
獣医関連大学・研究機関の研究室へのダイレクトメールの送付

２） 年度毎の獣医学を網羅した学術分野の論文審査に対応できる編集委員（エディター）の見直し
毎年、編集委員を見直し、３１専門分野を網羅（編集委員４３名の内、１４名が北海道大学外の委員で構成）
ほぼ全ての獣医学の学問分野の研究に対応できる体制を構築

３） 投稿数の増加に対応するために電子投稿・査読システムの（Editorial manager)の効率的利用
第一段の担当エディターによる評価、その後、第二段の事務レベルでの論文体裁チェックとiThentricate
による剽窃チェック後に、二名の専門研究者によるピアレビューの一連の効率的で迅速なシステムを確立

JJVRは1953年に創刊され、半世紀にもわたって本学の紀要として発展してきた。2015年以降は研究院内
の紀要としての役割を終えて、第三者ピアレビューの学術誌としての知名度と質の向上を目指している。

海外ならび本研究院外の組織所属の研究者からの投稿・掲載論文が顕著に増加
海外からの投稿数：20編（2010年）→95編（2019年） 本研究院外からの投稿数：0編（2010年）→19編（2019年）

海外からの掲載数： 4編（2010年）→13編（2019年） 本研究院外からの掲載数：1編（2010年）→19編（2019年)

5年IFが0.9付近の高値で安定化
5IF: 0.638（2020年）→0.929(2018年）

（クラリベイト社）

獣医系の学術
コミュニティー
において重要
な役割を担う
雑誌の1つとし
て成長した。
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挿絵 
巻頭⾔：獣医学研究院・獣医学部本館⾵景 
裏表紙：One Health の⽊ 
国際連携推進室・卓越⼤学院担当 中野⿇⾐⼦⽒描 
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